
「

盆
踊
り
大
会
が
や
っ
て
き
ま
す
。

コ
ツ
通
り
商
店
会
（
旧
興
隆
会
）
主
催
の
盆
踊
り
大
会
は

39
年
続
い
て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
発
生
の
年
に
一
回
休

ん
で
ま
す
の
で
、
実
際
に
は
40
年
間
40
回
と
な
り
、
よ
く
続

け
ら
れ
た
と
驚
く
ば
か
り
で
す
。

こ
の
盆
踊
り
大
会
は
、
昭
和
23
年
第
二
瑞
光
小
学
校
の
校

庭
で
の
開
催
が
始
ま
り
で
す
。
そ
の
後
は
五
丁
目
の
若
林
区

議
宅
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
区
議
宅
の
隣
り
に
あ
っ
た
常
盤

稲
荷
神
社
の
常
盤
講
主
催
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
昭
和
50
年

（
１
９
７
５
）
か
ら
商
店
街
の
賑
わ
い
の
た
め
に
コ
ツ
通
り

（
都
道
路
）
で
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
楽
し
い
思
い
出
つ
く
り
が
さ
れ
て

来
ま
し
た
。

盆
踊
り
大
会
が
続
け
て
来
ら
れ
た
の
は
、

大
勢
の
方
々
の
力
や
協
賛
金
を
出
し
て
下

さ
っ
た
方
々
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
す
。

ま
た
、
そ
れ
以
上
に
荒
川
区
・
南
千
住
警

察
署
・
荒
川
消
防
署
（
南
千
住
出
張
所
）

・
中
央
町
会
・
瑞
光
町
会
・
天
王
さ
ま
の
祭
の
団
体
（
瑞
光

・
上
町
・
志
茂
）
各
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
団
体
等
の
多
く
方
々
の
協

力
で
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

一
ヶ
月
前
よ
り
会
合
を
重
ね
て
盆
踊
り
大
会
の
準
備
を
し

て
き
ま
し
た
。
今
年
の
盆
踊
り
大
会
で
は
子
ど
も
達
に
人
気

の
あ
る
ス
イ
カ
割
大
会
を
土
日
曜
日
の
二
日
間
で
行
い
ま
す
。

一
日
100
人
が
参
加
で
き
ま
す
。

人
と
人
の
和
を
大
切
に
、
こ
れ
か
ら
楽
し
い
思
い
出
を
た

く
さ
ん
持
っ
て
頂
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
明
る
く
生
き
ら
れ

ま
す
。

さ
あ
、
太
鼓
の
リ
ズ
ム
乗
っ
て
踊
り
ま
し
ょ
う
。

全
て
の
皆
さ
ま
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

仙
成
こ
と
杉
山
六
郎
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大
切
な
の
は
人
の
和

吉
田
喜
一

教
授
の

も
の
つ
く
り

都
立

産
業
技
術
高
専
名
誉
教
授

吉
田
喜
一

今
年
は
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
「
輪
投
げ
合
戦
」
で
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
は
太
さ
や
高
さ
の
異
な
る
様
々
な
ポ
ー
ル
に

輪
を
投
げ
入
れ
ま
す
。
輪
の
大
き
さ
は
各
チ
ー
ム
が
自

由
に
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
先
に
九
本
全
て
の
ポ
ー

ル
に
輪
を
投
げ
入
れ
た
チ
ー
ム
、
も
し
く
は
競
技
時
間

三
分
終
了
後
、
ポ
ー
ル
に
輪
を
投
げ
入
れ
て
得
た
得
点

の
多
い
チ
ー
ム
が
勝
利
と
な
り
ま
す
。

ど
ん
な
大
き
さ
の
輪
に
す
る
の
か
、
そ
れ
を
ど
う
す
れ

ば
正
確
に
ポ
ー
ル
へ
投
げ
ら
れ
る
の
か
。
見
て
い
る
人

が
驚
く
よ
う
な
独
創
的
な
ア
イ
デ
ア
や
、
確
か
な
技
術

力
で
輪
投
げ
に
挑
戦
し
ま
す
。
敵
味
方
の
輪
が
飛
び
交

い
、
フ
ィ
ー
ル
ド
に
散
ら
ば
る
環
境
の
中
で
も
、
正
確

に
輪
を
投
げ
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
「
タ
フ
な
」
ロ
ボ
ッ

ト
を
目
指
し
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
花
が
咲
き
乱
れ
る
様
を
指
す
「
百
花
繚

乱
」
と
い
う
言
葉
は
、
秀
で
た
人
が
一
時
期
に
た
く
さ

ん
現
れ
る
場
合
に
も
使
わ
れ
ま
す
。
フ
ィ
ー
ル
ド
に
赤

や
青
の
輪
を
咲
か
せ
ら
れ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
ロ
ボ
ッ
ト
が

数
多
く
登
場
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

今
年
の
ロ
ボ
コ
ン
は
輪
投
げ
：
『
輪
花
繚
乱
』

メ
ガ
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の
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今
年
の
夏
は
、
東
京
で
８
日
連
続
の
猛
暑
日
を
記
録
す
る
な
ど
、

近
年
で
も
ひ
と
き
わ
酷
暑
に
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
。
気
圧
配
置
な
ど
、

気
象
条
件
も
そ
の
要
因
で
は
あ
り
ま
す
が
、
東
京
に
お
い
て
は
「コ
ン

ク
リ
ー
ト
ジ
ャ
ン
グ
ル
」＋
「人
工
排
熱
」＋
「海
風
を
さ
え
ぎ
る
高
層

建
築
物
の
乱
立
」も
見
逃
せ
な
い
要
因
だ
と
思
い
ま
す
。
「ヒ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
」と
言
わ
れ
て
久
し
い
東
京
で
、
果
た
し
て
、
５
年
後
の
夏

に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
安
全
に
行
え
る
の
か
、
私
も
疑
問
に
感
じ
て
い
ま

す
。今

す
ぐ
に
で
も
で
き
る
こ
と
と
し
て
、
23
区
内
の
空
き
家
、
空
き
地
、

遊
休
地
な
ど
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
剥
が
し
、
土
の
地
面
、
で
き
れ
ば

芝
生
の
広
場
や
、
市
民
農
園
に
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
土
地
は
10
年
程
度
の
定
期
借
地
と
し
、
そ
の
間
は
行
政
が
借

り
受
け
て
管
理
し
ま
す
。
地
権
者
に
対
し
て
は
、
空
き
家
撤
去
や
、

整
地
の
費
用
を
全
面
的
に
行
政
が
負
担
し
、
固
定
資
産
税
を
大

幅
に
減
免（
例
え
ば
、
農
地
以
下
の
課
税
に
抑
え
る
）す
る
こ
と
で
、

負
担
を
生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
地
権
者
は
土
地
を
手
放

す
こ
と
な
く
、
確
実
な
地
代
収
入
が
得
ら
れ
ま
す
。
土
の
地
面
が

出
現
す
る
こ
と
で
、
気
温
上
昇
の
抑
制
だ
け
で
な
く
、
急
な
降
雨

時
の
下
水
道
負
荷
を
抑
え
た
り
、
首
都
直
下
地
震
の
際
の
延
焼

緩
衝
地
や
一
時
避
難
用
地
に
な
っ
た
り
、
空
き
家
が
無
く
な
る
こ

と
で
防
犯
・美
観
上
の
課
題
が
解
消
さ
れ
た
り
、
周
辺
住
民
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
に
な
っ
た
り
、
新
鮮
な
農
産
物
を
採
っ
て
食
べ
る

楽
し
み
が
で
き
た
り
と
、
行
政
・区
民
の
側
に
も
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が

得
ら
れ
ま
す
。
私
権
を
一
部
制
限
し
、
半
強
制
的
に
行
う
く
ら
い

の
大
胆
な
法
・条
例
整
備
が
必
要
な
時
期
に
来
て
い
る
と
思
い
ま

す
。

「
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
」
抑
制
に
官
・
民
の
努
力
を


